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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月11日(2017.1.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体中の溶解ガスを測定する方法であって、
　前記流体から前記溶解ガスを遊離させるステップと、
　担体ガス内の前記遊離ガスを捕捉するステップと、
　電気化学的センサを用いて、前記溶解ガス濃度を測定するステップと、
を備える方法。
【請求項２】
　前記溶解ガスは、一酸化窒素である、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記流体から前記溶解ガスを遊離させる前記方法は、電磁放射を用いて、分子結合から
前記ガスを解放し、前記流体から前記溶解ガスをガス抜きするステップを含む、ことを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記電磁放射は、発光ダイオードを用いて生成される、ことを特徴とする請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記ガス抜き方法は、熱蒸発による、ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記遊離ガスを捕捉する前記方法は、環境大気から閉止されている、ことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　流体中の一酸化窒素を測定する装置であって、
　流体サンプルからの液体あるいは固体残留物を含む廃棄可能なコンポーネントと、
　ポンプ、１以上のバルブ、一酸化窒素センサ、１以上の制御部、及び、１以上のユーザ
インタフェースを備える再利用可能な装置コンポーネントと、
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を備えることを特徴とする装置。
【請求項８】
　前記廃棄可能なコンポーネントは、一回の使用用に設計されている、ことを特徴とする
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記廃棄可能なコンポーネントは、前記流体から一酸化窒素ガスを遊離させる手段を含
んでいる、ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
　前記流体から一酸化窒素ガスを遊離させる前記手段は、電磁放射源を含む、ことを特徴
とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記流体から一酸化窒素ガスを遊離させる前記手段は、前記流体から前記一酸化窒素ガ
スをガス抜きする手段を備える、ことを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記１以上の制御部と１以上のユーザインタフェースは、マイクロプロセッサを備える
、ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　一酸化窒素ガスを測定する前記センサは、電気化学的センサである、ことを特徴とする
請求項７に記載の装置。
【請求項１４】
　前記装置は、前記一酸化窒素含有ガスを捕捉する手段を含む、ことを特徴とする請求項
７に記載の装置。
【請求項１５】
　前記一酸化窒素含有ガスを捕捉する前記手段は、環境大気から閉止されている、ことを
特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記装置は、前記電磁放射源を含む、ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記電磁放射源は、１以上の発光ダイオードを備える、ことを特徴とする請求項１６に
記載の装置。
【請求項１８】
　前記廃棄可能なコンポーネントは、前記流体サンプルの前記液体及び固体を含む手段を
含む、ことを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記流体サンプルの前記液体及び固体コンポーネントを含む前記手段は、ガス浸透性膜
である、ことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
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